
学校名：江戸川区立本一色小学校

教科 学年

4

4

9

3

チョウを育てよう チョウの育ち方や体のつく
りに興味をもち，見いだし
た問題を追究する活動を
通して，育ち方には一定の
順序があることと体のつく
りの特徴を捉えることがで
きるようにするとともに，生
命を尊重する態度を養うこ
とができるようにする。

〇チョウの卵や幼虫
を飼育しながら，虫眼
鏡などを正しく扱い，
その成長をわかりや
すく記録している。
〇チョウの育ち方に
は一定の順序がある
ことを理解している。
〇チョウの成虫の体
は，頭，胸および腹か
らできていることを理
解している。

〇チョウの卵や幼虫
がどのように育つの
か，観察結果をもと
に考え，表現してい
る。
〇チョウが卵から成
虫までどのように育
つのか，観察結果を
もとに考え，表現し
ている。

〇チョウについて進ん
で関わり，他者と関わ
りながら調べようとし
ている。
〇チョウの育ちや成
虫の体のつくりについ
て学んだことを学習
や生活に生かそうとし
ている。

植物の育ちとつくり 植物の世話をしながら育
てていく中で，植物の育ち
や体のつくりを比較しなが
ら調べる活動を通して，差
異点や共通点を基に植物
の育ちや体のつくりについ
ての問題を見いだし，表現
するとともに，植物の成長
による体の変化や植物は
根・茎・葉からできていると
いう体のつくりとそれぞれ
の特徴について捉える。

〇植物の育ちについ
て，虫眼鏡や紙テー
プなどを正しく扱い，
その成長をわかりや
すく記録している。
〇植物の体は，根，
茎および葉からでき
ていることを理解して
いる。

〇植物の体のつくり
について，複数の種
類を比較して，差異
点や共通点をもとに
考察し，自分の考え
を表現している。

〇植物の育ちについ
て進んで関わり，他
者と関わりながら調
べようとしている。

生き物をさがそう 身の回りの様々な生物を
比較しながらその特徴を
調べる活動を通して、生物
の姿や生物と環境との関
わりについての理解を図
るとともに、差異点や共通
点を基に問題を見いだす
力や、生物を愛護する態
度を育成することができる
ようにする。

○身の回りの生物の
ようすを、虫眼鏡など
を正しく扱いながら調
べ、分かりやすく記録
している。
○生物は、色、形、大
きさなど、姿に違いが
あることを理解してい
る。

○身の回りの生物に
進んで関わり、他者
と関わりながら生物
を見付けようとして
いる。
○身の回りの生物に
ついて、そのようす
や周辺の環境に着
目して比較し、差異
点や共通点をもとに
考察し、自分の考え
を表現している。

○身の回りの生物に
進んで関わり、他者と
関わりながら生物を
見付けようとしてい
る。

たねをまこう 植物の種をまき，世話をし
ながら育てていく中で，植
物の成長の過程や体のつ
くりを比較しながら調べる
活動を通して，それらにつ
いての理解を図り，観察に
関する技能を身につけると
ともに，差異点や共通点を
基に，植物の育ち方や体
のつくりについての問題を
見いだす力や植物を愛護
しようとする態度を育成す
ることができるようにする。

〇種のまき方を知り，
正しく種をまいてい

る。
〇植物の栽培をしな
がら，虫眼鏡や紙
テープなどを正しく扱
い，その成長をわかり
やすく記録している。

〇植物どうしを比較
して，差異点や共通
点をもとに，植物は
どのように育つのか
考え，表現してい

る。

〇植物の育ちについ
て進んで関わり，他
者と関わりながら調
べようとしている。

理科 第３学年

単元名 時数
単元の到達目標
（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度



学校名：江戸川区立本一色小学校

教科 学年

9

5

4

植物の一生 植物の実ができたようすに
興味・関心をもち，植物の
育ちを前の観察記録と比
較したり，他の植物と比較
したりしながら植物の一生
をまとめる活動を通して，
植物の育ち方には，たね
から発芽し，子葉が出て，
葉が茂り，花が咲き，実が
できた後に枯死するという
植物の成長の順序がある
ことを捉えるとともに，生物
を愛護する態度を育てる。

〇植物の育ち方には
一定の順序があるこ
とを理解している。

〇植物の育ち方に
ついて，複数の植物
を比較して，差異点
や共通点をもとに考
察し，自分の考えを
表現している。

〇植物の育ちや実の
ようすについて進んで
関わり，他者と関わり
ながら調べようとして
いる。
〇植物について学ん
だことを学習や生活
に生かそうとしてい
る。

風とゴムのはたらき 風やゴムで動くものをつ
くったり動かしたりする活
動を通して，風やゴムの力
をはたらかせたときの現象
の違いを比較する能力を
育てるとともに，風やゴム
の力でものを動かせること
の理解を図り，風やゴムの
はたらきについての考えを
もつことができるようにす
る。

〇風の力のはたらきにつ
いて，送風機などを正しく
扱いながら調べ，結果を
わかりやすく記録してい
る。
〇風の力は，ものを動か
すことができること，また，
風の力の大きさを変える
と，ものが動くようすも変
わることを理解している。
〇ゴムの力のはたらきに
ついて，器具を正しく扱い
ながら調べ，結果をわかり
やすく記録している。
〇ゴムの力は，ものを動
かすことができること，ま
た，ゴムの力の大きさを変
えると，ものが動くようすも
変わることを理解してい
る。

〇風の強さと車が動
く距離の関係につい
て，問題を見いだし
ている。
〇風の力のはたらき
について，実験で得
られた結果を比較し
て考察し，自分の考
えを表現している。
〇ゴムの力のはたら
きについて，実験で
得られた結果を比較
して考察し，自分の
考えを表現してい
る。

〇風やゴムの力をは
たらかせたときの現
象に進んで関わり，
他者と関わりながら
調べようとしている。
〇風とゴムの力のは
たらきについて学んだ
ことを学習や生活に
生かそうとしている。

こん虫のかんさつ 身の回りのいろいろな昆
虫を比較する活動を通し
て，それぞれ色，形，大き
さなどの姿が違うこと，食
べ物やすみかなどの周辺
の環境とかかわって生き
ていることをとらえるように
する。また，昆虫の体のつ
くりや育ちには一定のきま
りがあるという考えをもつ
ことができるようにする。

〇生物は，周辺の環
境と関わって生きてい
ることを理解してい
る。
〇昆虫の成虫の体は
頭，胸および腹からで
きていることを理解し
ている。
〇昆虫の育ち方には
一定の順序があるこ
とを理解している。

〇身の回りの昆虫と
環境との関わりにつ
いて，複数の昆虫を
比較して考察し，自
分の考えを表現して
いる。
〇昆虫の育ち方に
ついて，複数の昆虫
を比較して考察し，
自分の考えを表現し
ている。

〇身の回りの昆虫に
ついて進んで関わり，
他者と関わりながら
調べようとしている。

理科 第３学年

単元名 時数
単元の到達目標
（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度



学校名：江戸川区立本一色小学校

教科 学年

9

8

7

電気で明かりをつけよ
う

乾電池，豆電球，ソケット，
導線を使い，豆電球が点
灯するつなぎ方と点灯しな
いつなぎ方とを比較した
り，回路の一部にいろいろ
なものを入れて点灯する
かどうかを調べたりし，見
いだした問題を興味・関心
をもって追究する活動を通
して，電気の回路のつなぎ
方や電気を通すものにつ
いての考えをもつことがで
きるようにする。

〇電気の回路につい
て，乾電池や豆電球
を正しく扱いながら調
べ，結果をわかりや
すく記録している。
〇電気を通すつなぎ
方と通さないつなぎ方
があることを理解して
いる。
〇電気を通すものと
通さないものがあるこ
とを理解している。

〇明かりがつくとき
の実験で得られた結
果を比較して考察
し，自分の考えを表
現している。
〇電気を通すものに
ついて予想し，自分
の考えを表現してい
る。
〇電気を通すものの
実験で得られた結果
を比較して考察し，
自分の考えを表現し
ている。

〇電気の回路につい
て進んで関わり，他
者と関わりながら調
べようとしている。
〇電気の回路につい
て学んだことを学習
や生活に生かそうとし
ている。

かげと太陽 日なたと日陰の様子に着
目して，それらを比較しな
がら，太陽の位置と地面
の様子を調べる活動を通
して，方位磁針や温度計
を用いた観察，実験などに
関する技能を身に付けると
ともに，主に日陰の位置や
日なたと日陰の地面の様
子の差異点を基に，問題
を見いだす力や主体的に
問題解決しようとする態度
を養い，太陽と地面の様
子との関係についての考
えをもつことができるよう
にする。

〇日陰は太陽の光を
遮るとできることを理
解している。
〇影と太陽の位置に
ついて，方位磁針や
遮光板などを正しく
扱って調べ，結果を
わかりやすく記録して
いる。
〇日陰の位置は，太
陽の位置の変化に
よって変わることを理
解している。
〇温度計を正しく扱っ
て，日なたと日陰の地
面の温度を調べ，結
果をわかりやすく記録
している。
〇地面は太陽によっ

〇時刻による日陰の
位置の変化を比較し
て問題を見いだし，
自分の考えを表現し
ている。
〇日なたと日陰の地
面のようすを比較し
て問題を見いだし，
自分の考えを表現し
ている。
〇日なたと日陰の地
面について，実験で
得られた結果を比較
して考察し，自分の
考えを表現してい
る。

〇時刻による日陰の
位置の変化を比較し
て問題を見いだし，自
分の考えを表現して
いる。
〇太陽と地面のよう
すについて学んだこと
を学習や生活に生か
そうとしている。

光のせいしつ 光を当てたときの明るさや
暖かさに着目して，光の強
さを変えたときの現象の違
いを比較しがら，光の性質
を調べる活動を通して，平
面鏡や虫眼鏡を用いた観
察，実験などに関する技
能を身につけるとととも
に，主にはね返した日光
の明るさや暖かさの差異
点を基に，問題を見いだす
力や主体的に問題解決し
ようとする態度を養い，光
の性質についての考えを

〇日光は直進し，反
射させることができる
ことを理解している。
〇的の明るさや温度
について，鏡や温度
計などを正しく扱って
調べ，結果をわかり
やすく記録している。
〇日光は集めること
ができること，ものに
日光を当てるともの
の明るさや暖かさが
変わることを理解して
いる。

〇日光を重ねたとき
の実験で得られた結
果を比較して考察
し，自分の考えを表
現している。
〇日光を集めたとき
について，既習事項
をもとに予想を発想
し，自分の考えを表
現している。

〇光の性質について
進んで関わり，他者と
関わりながら調べよう
としている。
〇光の性質について
学んだことを学習や
生活に生かそうとして
いる。

単元名 時数
単元の到達目標
（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現
主体的に学習に
取り組む態度

理科 第３学年



学校名：江戸川区立本一色小学校

教科 学年

9

6

7

2

おもちゃランド 風とゴムの力のはたらき，
光と音の性質，乾電池や
豆電球，磁石，ものの体積
と重さの関係などを利用し
たおもちゃづくりを通して，
学習したことについて興
味・関心をもって追究する
能力を育てるようにする。

〇器具を正しく扱いな
がらおもちゃを製作し
ている。

〇これまで学習した
ことを意識して，おも
ちゃの計画を立てて
いる。

〇これまで学習したこ
とを生かして，他者と
関わりながらおもちゃ
を製作しようとしてい
る。

ものと重さ 物の形や体積に着目し
て，物の重さを比較しが
ら，物の性質を調べる活
動を通して，自動上皿ば
かりを用いた観察，実験な
どに関する技能を身につ
けるととともに，主にもの
の形や種類による重さの
差異点や共通点を基に，
問題を見いだす力や主体
的に問題解決しようとする
態度を養い，物の性質に
ついての考えをもつことが
できるようにする。

〇自動上皿はかりを
正しく扱って調べ，結
果をわかりやすく記録
している。
〇ものは，形が変
わっても重さは変わら
ないことを理解してい
る。
〇ものは，体積が同
じでも重さは違うこと
があることを理解して
いる。

〇ものの形を変えた
ときの重さについて
問題を見いだし，自
分の考えを表現して
いる。
〇ものの体積と重さ
の実験で得られた結
果を比較して考察
し，自分の考えを表
現している。

〇ものと重さについて
進んで関わり，他者と
関わりながら調べよう
としている。
〇物と重さについて
学んだことを学習や
生活に生かそうとして
いる。

〇音が出ているとき
のもののようすにつ
いて問題を見いだ
し，自分の考えを表
現している。
〇音が出ているとき
の実験で得られた結
果を比較して考察
し，自分の考えを表
現している。

じしゃくのふしぎ 身の回りの磁石の性質を
利用した道具などから見
いだした問題について，興
味・関心をもって追究する
活動を通して，磁石につく
ものとつかないものを表な
どに分類，整理しながら比
較する能力を育てるととも
に，それらについての理解
を図り，磁石の性質につい
ての考えをもつことができ
るようにする。

〇磁石につくものにつ
いて，磁石などを正し
く扱いながら調べ，そ
の結果をわかりやすく
記録している。
〇磁石に引きつけら
れるものと引きつけら
れないものがあること
を理解している。
〇磁石の異極は引き
合い，同極は退け合
うことを理解してい
る。
〇磁石に近づけると
磁石になるものがあ
ることを理解してい

〇磁石につくもの
を，既習事項をもと
に予想を発想し，自
分の考えを表現して
いる。
〇磁石につくものの
実験で得られた結果
を比較して考察し，
自分の考えを表現し
ている。
〇磁石についた鉄
の実験で得られた結
果を考察し，自分の
考えを表現してい
る。

〇磁石の性質につい
て進んで関わり，他
者と関わりながら調
べようとしている。
〇磁石の性質につい
て学んだことを学習
や生活に生かそうとし
ている。

音のせいしつ トライアングルで音を出し
たりや糸電話で音を伝え
たりする活動を通して，音
を出したときの震え方の違
いを比較する能力を育て
るとともに，音の大小と震
え方の関係への理解を図
り，音の性質についての考
えをもつことができるよう
にする。

〇ものから音が出る
とき，ものは震えてい
ること，また，音の大
きさが変わるときもの
の震え方が変わるこ
とを理解している。
〇糸電話を正しく扱い
ながら調べ，結果を
わかりやすく記録して
いる。
〇ものから音が伝わ
るとき，ものは震えて
いることを理解してい
る。

〇音の性質について
進んで関わり，他者と
関わりながら調べよう
としている。
〇音の性質について
学んだことを学習や
生活に生かそうとして
いる。

第３学年

単元名 時数
単元の到達目標
（小単元のねらい）

単元のまとまりの評価規準
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に

理科


